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平成 21 年 5 月 25 日 

各 位 

会 社 名  株式会社コスモスイニシア 

代表者名  代表取締役社長  町田 公志 

（ JASDAQ コード 8844 ） 

問合せ先  グループ戦略室長 野崎 勇一 

（ TEL. 03-3580-2680 ） 

 

定款一部変更に関するお知らせ 

 

当社は、平成 21 年 5 月 25 日開催の取締役会において、「定款一部変更の件」を平成 21 年 6 月 26 日

開催予定の第 40 期定時株主総会に付議することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいた

します。 

 

記 

 

１．変更の理由 

（１）子会社における今後の事業展開に備えるため、事業目的の追加を行うものであります。 

（２）「株式等の取引に係る決済の合理化を図るための社債等の振替に関する法律等の一部を改正

する法律」（平成 16 年法律第 88 号、以下「決済合理化法」といいます。）が施行されたこと

に伴い、以下のとおり変更を行うものであります。 

①決済合理化法附則第 6 条により、当社は株券電子化の施行日（平成 21 年 1 月 5 日）をもって

株券を発行する旨の規定を廃止する定款変更決議がされたものとみなされておりますので、現

行定款第 6条を削除するとともに、単元未満株式に係る株券に関する規定及び株券喪失登録簿

に関する定め等についても削除するものであります。 

 ただし、株券喪失登録簿については、決済合理化法の施行日の翌日から起算して 1年を経過

する日までこれを作成して備え置くこととされているため、附則に所要の規定を設けるもので

あります。 

②「株券等の保管及び振替に関する法律」が廃止されたことに伴い、「実質株主」及び「実質株

主名簿」に関する定めを削除するものであります。 

③その他、上記変更に伴う条数の変更及び規定の整備等を行うものであります。 

 

２．変更の内容 

変更の内容は別紙のとおりであります。 

 

３．日程 

定款変更のための株主総会開催日  平成 21 年 6月 26 日 

定款変更の効力発生日       平成 21 年 6月 26 日 

 

以上 
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（別紙） 

（下線は変更箇所を示しております。） 

現 行 定 款 変 更 案 

 

第１章 総 則 

 

（目 的） 

第２条      （記載省略） 

(1)～(10)   （記載省略） 

(11) 信託受益権の保有、売買及び仲介に関

する業務 

(12)     （記載省略） 

       （新  設） 

(13)      （記載省略） 

 

 

第２章 株 式 

 

（株券の発行） 

第６条 当会社は、株式に係る株券を発行する。 

 

（自己の株式の取得） 

第７条      （記載省略） 

 

 

（単元株式数および単元未満株券の不発行） 

第８条      （記載省略） 

２ 当会社は、第６条の規定にかかわらず、

単元未満株式に係る株券を発行しない。

但し、株式取扱規則に定めるところにつ

いてはこの限りでない。 

 

（単元未満株式についての権利） 

第９条 当会社の株主（実質株主を含む。以下同

じ。）は、その有する単元未満株式につ

いて、次に掲げる権利以外の権利を行使

することができない。 

  (1)～(3)   （記載省略） 

 

（株主名簿管理人） 

第 10 条      （記載省略） 

２      （記載省略） 

３ 当会社の株主名簿（実質株主名簿を含

む。以下同じ。）、新株予約権原簿および

株券喪失登録簿の作成ならびに備置き

その他の株主名簿、新株予約権原簿およ

 

第１章 総 則 

 

（目 的） 

第２条      （現行どおり） 

(1)～(10)   （現行どおり） 

(11) 信託受益権の保有、売買および仲介に

関する業務 

(12)      （現行どおり） 

(13) 労働者派遣に関する業務 

(14)       （現行どおり） 

 

 

第２章 株 式 

 

 

（削   除） 

 

（自己の株式の取得） 

第６条      （現行どおり） 

 

 

（単元株式数） 

第７条      （現行どおり） 

（削   除） 

 

 

 

 

（単元未満株式についての権利） 

第８条 当会社の株主は、その有する単元未満株

式について、次に掲げる権利以外の権利

を行使することができない。 

 

  (1)～(3)   （現行どおり） 

 

（株主名簿管理人） 

第９条       （現行どおり） 

２            （現行どおり） 

３ 当会社の株主名簿および新株予約権原

簿の作成ならびに備置きその他の株主

名簿および新株予約権原簿に関する事

務は、これを株主名簿管理人に委託し、
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び株券喪失登録簿に関する事務は、これ

を株主名簿管理人に委託し、当会社にお

いてはこれを取り扱わない。 

 

（株式取扱規則） 

第 11 条 当会社が発行する株券の種類ならびに

株主名簿、株券喪失登録簿および新株

予約権原簿への記載または記録、株主

の権利行使その他株式ならびに新株予

約権に関する取扱いおよび手数料につ

いては、法令または定款に定めるもの

のほか、取締役会の定める「株式取扱

規則」による。 

 

（基準日） 

第 12 条      （記載省略） 

 

 

第２章の２ 優先株式 

 

（Ａ種優先株式） 

第 12 条の２    （記載省略） 

（Ａ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ａ種優先株式を有する株主（以下

「Ａ種優先株主」という。）またはＡ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ａ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株式を有する株主（以下「普通株主」

という。）および普通株式の登録株式質

権者（以下「普通登録株式質権者」とい

う。）に先立ち、かつ第 12 条の５の定め

る支払順位に従い、Ａ種優先株式１株に

つき次号に定める額の金銭（以下「Ａ種

優先配当金」という。）を支払う。但し、

当該事業年度において次項に定めるＡ

種優先中間配当金を支払ったときは、当

該Ａ種優先中間配当金を控除した額と

し、これに優先して支払われるＡ種累積

未払配当金は控除しないものとする。 

  (2)      （記載省略） 

（Ａ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ａ種優先株主またはＡ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通

登録株式質権者に先立ち、かつ第 12 条

当会社においては取り扱わない。 

 

 

 

（株式取扱規則） 

第 10 条 当会社の株主名簿および新株予約権原

簿への記載または記録、株主の権利行

使その他株式または新株予約権に関す

る取扱いおよび手数料については、法

令または定款に定めるもののほか、取

締役会の定める「株式取扱規則」によ

る。 

 

 

（基準日） 

第 11 条      （現行どおり） 

 

 

第２章の２ 優先株式 

 

（Ａ種優先株式） 

第 11 条の２       （現行どおり） 

（Ａ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ａ種優先株式を有する株主（以下

「Ａ種優先株主」という。）またはＡ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ａ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株式を有する株主（以下「普通株主」

という。）および普通株式の登録株式質

権者（以下「普通登録株式質権者」とい

う。）に先立ち、かつ第 11 条の５の定め

る支払順位に従い、Ａ種優先株式１株に

つき次号に定める額の金銭（以下「Ａ種

優先配当金」という。）を支払う。但し、

当該事業年度において次項に定めるＡ

種優先中間配当金を支払ったときは、当

該Ａ種優先中間配当金を控除した額と

し、これに優先して支払われるＡ種累積

未払配当金は控除しないものとする。 

  (2)      （現行どおり） 

（Ａ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ａ種優先株主またはＡ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通

登録株式質権者に先立ち、かつ第 11 条
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の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＡ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ａ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＡ種優先株主ま

たはＡ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＡ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ａ種累積未払配当金」

という。）。Ａ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 12 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４      （記載省略） 

（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 12 条の５

の定める支払順位に従い、Ａ種優先株式

１株につきＡ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＡ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＡ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＡ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ａ種

優先株主またはＡ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～10    （記載省略） 

 

 

の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＡ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ａ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＡ種優先株主ま

たはＡ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＡ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ａ種累積未払配当金」

という。）。Ａ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 11 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４            （現行どおり） 

（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ａ種優先株主またはＡ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 11 条の５

の定める支払順位に従い、Ａ種優先株式

１株につきＡ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＡ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＡ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＡ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ａ種

優先株主またはＡ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～10    （現行どおり） 

 

 



－ 5 － 

（Ｂ種優先株式） 

第 12 条の３    （記載省略） 

（Ｂ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ｂ種優先株式を有する株主（以下

「Ｂ種優先株主」という。）またはＢ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ｂ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株主および普通登録株式質権者に

先立ち、かつ第 12 条の５の定める支払

順位に従い、Ｂ種優先株式１株につき次

号に定める額の金銭（以下「Ｂ種優先配

当金」という。）を支払う。但し、当該

事業年度において次項に定めるＢ種優

先中間配当金を支払ったときは、当該Ｂ

種優先中間配当金を控除した額とし、こ

れに優先して支払われるＢ種累積未払

配当金は控除しないものとする。 

(2)      （記載省略） 

（Ｂ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ｂ種優先株主またはＢ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通

登録株式質権者に先立ち、かつ第 12 条

の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＢ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ｂ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＢ種優先株主ま

たはＢ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＢ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ｂ種累積未払配当金」

という。）。Ｂ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 12 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４      （記載省略） 

 

（Ｂ種優先株式） 

第 11 条の３    （現行どおり） 

（Ｂ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ｂ種優先株式を有する株主（以下

「Ｂ種優先株主」という。）またはＢ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ｂ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株主および普通登録株式質権者に

先立ち、かつ第 11 条の５の定める支払

順位に従い、Ｂ種優先株式１株につき次

号に定める額の金銭（以下「Ｂ種優先配

当金」という。）を支払う。但し、当該

事業年度において次項に定めるＢ種優

先中間配当金を支払ったときは、当該Ｂ

種優先中間配当金を控除した額とし、こ

れに優先して支払われるＢ種累積未払

配当金は控除しないものとする。 

(2)           （現行どおり） 

（Ｂ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ｂ種優先株主またはＢ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通

登録株式質権者に先立ち、かつ第 11 条

の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＢ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ｂ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＢ種優先株主ま

たはＢ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＢ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ｂ種累積未払配当金」

という。）。Ｂ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 11 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４      （現行どおり） 
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（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ｂ種優先株主またはＢ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 12 条の５

の定める支払順位に従い、Ｂ種優先株式

１株につきＢ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＢ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＢ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＢ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ｂ種

優先株主またはＢ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～10    （記載省略） 

 

（Ｃ種優先株式） 

第 12 条の４     （記載省略） 

（Ｃ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ｃ種優先株式を有する株主（以下

「Ｃ種優先株主」という。）またはＣ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ｃ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株主および普通登録株式質権者に

先立ち、かつ第 12 条の５の定める支払

順位に従い、Ｃ種優先株式１株につき次

号に定める額の金銭（以下「Ｃ種優先配

当金」という。）を支払う。但し、当該

事業年度において次項に定めるＣ種優

先中間配当金を支払ったときは、当該Ｃ

種優先中間配当金を控除した額とし、こ

れに優先して支払われるＣ種累積未払

配当金は控除しないものとする。 

  (2)      （記載省略） 

（Ｃ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ｃ種優先株主またはＣ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通

（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ｂ種優先株主またはＢ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 11 条の５

の定める支払順位に従い、Ｂ種優先株式

１株につきＢ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＢ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＢ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＢ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ｂ種

優先株主またはＢ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～10    （現行どおり） 

 

（Ｃ種優先株式） 

第 11 条の４    （現行どおり） 

（Ｃ種優先配当金） 

１ 当会社は、期末配当金の支払いを行うと

きは、Ｃ種優先株式を有する株主（以下

「Ｃ種優先株主」という。）またはＣ種

優先株式の登録株式質権者（以下「Ｃ種

優先登録株式質権者」という。）に対し、

普通株主および普通登録株式質権者に

先立ち、かつ第 11 条の５の定める支払

順位に従い、Ｃ種優先株式１株につき次

号に定める額の金銭（以下「Ｃ種優先配

当金」という。）を支払う。但し、当該

事業年度において次項に定めるＣ種優

先中間配当金を支払ったときは、当該Ｃ

種優先中間配当金を控除した額とし、こ

れに優先して支払われるＣ種累積未払

配当金は控除しないものとする。 

  (2)      （現行どおり） 

（Ｃ種優先中間配当金） 

２ 当会社は、中間配当金の支払いを行うと

きは、Ｃ種優先株主またはＣ種優先登録

株式質権者に対し、普通株主および普通
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登録株式質権者に先立ち、かつ第 12 条

の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＣ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ｃ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＣ種優先株主ま

たはＣ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＣ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ｃ種累積未払配当金」

という。）。Ｃ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 12 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４      （記載省略） 

（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ｃ種優先株主またはＣ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 12 条の５

の定める支払順位に従い、Ｃ種優先株式

１株につきＣ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＣ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＣ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＣ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ｃ種

優先株主またはＣ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～11    （記載省略） 

 

登録株式質権者に先立ち、かつ第 11 条

の５の定める支払順位に従い、前項第

(2)号に定める額の２分の１を限度（か

かる限度額からは、これに優先して支払

われるＣ種累積未払配当金は控除しな

い。）として、取締役会の決議で定める

額の金銭（以下「Ｃ種優先中間配当金」

という。）を支払うものとする。 

（累積条項） 

３ ある事業年度においてＣ種優先株主ま

たはＣ種優先登録株式質権者に対して

支払う１株当たり配当金（中間配当金を

含む。）の額が第１項第(2)号に定めるＣ

種優先配当金の額に達しないときは、そ

の不足額は翌事業年度以降に累積する

ものとする（以下「Ｃ種累積未払配当金」

という。）。Ｃ種累積未払配当金は、翌事

業年度以降、第 11 条の５の定める支払

順位に従い、全ての種類の株主に対する

配当金に先立って支払われるものとす

る。 

（非参加条項） 

４      （現行どおり） 

（残余財産の分配） 

５ 当会社の残余財産の分配をするときは、

Ｃ種優先株主またはＣ種優先登録株式

質権者に対し、普通株主および普通登録

株式質権者に先立ち、かつ第 11 条の５

の定める支払順位に従い、Ｃ種優先株式

１株につきＣ種優先株式の発行価額（１

株につき 1,000 円）にＣ種累積未払配当

金相当額および１株につき残余財産の

分配日の属する事業年度におけるＣ種

優先配当金の額を残余財産の分配日の

属する事業年度の初日から残余財産の

分配日までの日数（初日および分配日を

含む。）で日割り計算した額（円位未満

小数第２位まで算出し、その小数第２位

を四捨五入する。）を加えた金額を支払

う。但し、当該事業年度においてＣ種優

先中間配当金を支払ったときは、その額

を控除した額を支払うものとする。Ｃ種

優先株主またはＣ種優先登録株式質権

者に対しては、上記のほか残余財産の分

配は行わない。 

  ６～11    （現行どおり） 
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（優先順位） 

第 12 条の５    （記載省略） 

 

 

第３章 株主総会 

 

第 13 条～第 17 条 （記載省略） 

 

（種類株主総会） 

第 17 条の２ 第 14 条、第 15 条および第 17 条の

規定は、種類株主総会にこれを準用す

る。 

２ 第 12 条の規定は、定時株主総会と同日

に開催される種類株主総会にこれを準

用する。 

 

第 18 条～第 46 条  (記載省略) 

 

 

         （新  設） 

 

         （新  設） 

 

 

 

 

 

         （新  設） 

 

 

 

 

         （新  設） 

 

（優先順位） 

第 11 条の５    （現行どおり） 

 

 

第３章 株主総会 

 

第 12 条～第 16 条 （現行どおり） 

 

（種類株主総会） 

第 16 条の２ 第 13 条、第 14 条および第 16 条の

規定は、種類株主総会にこれを準用す

る。 

２ 第 11 条の規定は、定時株主総会と同日

に開催される種類株主総会にこれを準

用する。 

 

第 17 条～第 45 条  (現行どおり) 

 

 

附則 

 

第１条 当会社の株券喪失登録簿は、株主名簿管

理人の事務取扱場所に備置き、株券喪失

登録簿への記載または記録に関する事

務は、これを株主名簿管理人に委託し、

当会社においては取り扱わない。 

 

第２条 当会社の株券喪失登録簿への記載また

は記録は、法令または定款に定めるもの

のほか、取締役会の定める「株式取扱規

則」による。 

 

第３条 本附則第１条から本条までの規定は、平

成 22 年１月６日をもってこれを削除す

る。 

 

 

以 上 


